
OpenRTM-aist (Java) - チケット
# 進捗率 トラッカー ステータス 優先度 題名 作成者 担当者 更新日 カテゴリ 対象バージョ

ン
期日

3398 100 機能 担当 通常 ⑭�スレーブマネージャの名前によるグルーピング n-ando win-ei 2017/09/06 10:46  RELEASE_1_2
_0

 

3397 100 機能 担当 通常 ⑬�名前付けポリシー機能の拡張 n-ando win-ei 2017/08/31 15:28  RELEASE_1_2
_0

 

3396 100 機能 担当 通常 ⑫�名前ベースのコンポーネント指定方法の実装 n-ando win-ei 2017/08/31 10:49  RELEASE_1_2
_0

 

3395 100 機能 担当 通常 ⑪�共有メモリ型データポート接続機能 n-ando win-ei 2017/08/31 10:49  RELEASE_1_2
_0

 

3393 100 機能 担当 通常 ⑨�サービスポートのダイレクト接続機能 n-ando win-ei 2017/09/04 14:22  RELEASE_1_2
_0

 

3392 100 機能 担当 通常 ⑧�ダイレクトデータポート接続機能 n-ando win-ei 2017/08/31 10:48  RELEASE_1_2
_0

 

3391 100 機能 担当 通常 ⑦�トピックベースのポート接続機能 n-ando win-ei 2017/08/31 14:34  RELEASE_1_2
_0

 

3390 100 機能 担当 通常 ⑥
起動時にコンポーネントをアクティベーションする機能（非同一プロセ
ス）

n-ando win-ei 2017/08/31 10:48  RELEASE_1_2
_0

 

3389 100 機能 担当 通常 ⑤
コンポーネント起動時に事前設定に従い起動時にポート同士を接続する
（非同一プロセス）

n-ando win-ei 2017/08/31 10:48  RELEASE_1_2
_0

 

3388 100 機能 担当 通常 ④
起動時にコンポーネントをアクティベーションする機能（同一プロセス
）

n-ando win-ei 2017/08/31 10:48  RELEASE_1_2
_0

 

3387 100 機能 担当 通常 ③
コンポーネント起動時に事前設定に従いポート同士を接続する機能（同
一プロセス）

n-ando win-ei 2017/08/31 10:47  RELEASE_1_2
_0

 

3386 100 機能 担当 通常 ②�ネームサービス操作関数セットの実装 n-ando win-ei 2017/09/05 17:12  RELEASE_1_2
_0

 

3385 100 機能 担当 通常 ①�コンポーネント操作関数セットの実装 n-ando win-ei 2017/08/31 10:46  RELEASE_1_2
_0

 

3225 100 機能 担当 通常 同一プロセスのコンポーネント間のデータポート接続で、データ転送を
ダイレクトに行うようにする

n-ando win-ei 2017/09/06 15:24  RELEASE_1_2
_0

 

4518 100 バグ 解決 通常 コネクタが切断される n-miyamot
o

win-ei 2018/06/07 07:29  RELEASE_1_2
_0

 

3886 100 機能 終了 通常 [FSM4RTC] データポートのタイムスタンプ打刻機能 win-ei win-ei 2017/08/30 14:13    

3775 50 機能 新規 通常 (ク)FSM RTCのサンプルの実装 win-ei win-ei 2017/02/16 10:21    

3772 100 機能 終了 通常 (オ)静的FSMフレームワークの実装 win-ei win-ei 2017/08/30 14:14    

3771 100 機能 終了 通常 (エ)FSM関係コールバック機構の追加 win-ei win-ei 2017/08/30 14:14    
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3768 100 機能 終了 通常 (ア) IDLファイルの追加およびリンク win-ei win-ei 2017/08/30 14:14    
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